
 

サンアクアＴＯＴＯ株式会社 

Ⅰ 法人の概要（令和 4 年 4 月 1 日現在） 

1 所 在 地    北九州市小倉南区舞ヶ丘一丁目 2 番 1 号 

2 設 立 年 月 日    平成 5 年 2 月 26 日 

3 代 表 者    代表取締役社長 田中 江美 

4 資 本 金    60,000 千円 

5 北九州市の出資金    12,000 千円（出資の割合 20.0％） 

6 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員   9 人 0 人 0 人   9 人 

 
常 勤   3 人 0 人 0 人   3 人 

非常勤   6 人 0 人 0 人   6 人 

職 員 150 人 0 人 0 人 150 人 

 

Ⅱ 令和３年度事業実績 

⑴ 事業の経過及び成果 

① 業績の概況 

売上高は 29 億 3,983 万円（前年度比 5 億 1,388 万円増）、営業利益は▲4,860 万円（前年度比

1,254 万円増）、経常利益は 420 万円（前年度比 252 万円増）、当期純利益は 259 万円（前年度比 218

万円増）となった。 

部門別の状況は次のとおりである。 

（製造部） 

  コロナ禍の衛生志向を反映した水栓金具の自動水栓「アクアオート」用止水栓や、ウォシュレ

ットの取付ボルト等の生産が増加したことなどにより、売上高は対前年比 23.4％増となった。製

品構成差による外注部品費や労務費等が増加した結果、粗利益は 19.4％増加した。 

（制作課） 

新規にダイレクトメール発送業務等を請け負ったことなどにより、売上高は対前年比4.0％増

となり、粗利益も前年度の赤字から、黒字を確保した。 

（事務サポート課） 

データ入力業務が増加した一方でスキャニング業務が減少し、売上高は対前年比0.9％増とな

り、粗利益も前年に引き続き黒字となった。 

（単位：万円） 

部門別 
売 上 高 粗 利 益 

令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度 

製造部 216,804 267,506 8,023 9,578 

制作課 14,427 15,011 ▲285 624 

事務サポート課 11,364 11,466 71 114 

合計 242,595 293,983 7,809 10,316 

 



 

② 設備投資の状況 

当会計年度中において実施した設備投資、修繕の総額は 2,276 万円で、その主な内訳は次のとお

りである。 

イ．当会計年度中に完成した主要設備 

・女子トイレ埋設配管地上化           458 万円 

・カフェテリアプランシステム           110 万円 

・止水バルブユニットリーク検査装置        76 万円 

ロ．当会計年度中に実施した主な修繕 

・変電所低圧機器更新              261 万円 

・サッシガラスシーリング補修           53 万円 

③ 資金調達の状況 

当会計年度は特記事項なし。 

④ 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況 

当会計年度は特記事項なし。 

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況 

当会計年度は特記事項なし。 

⑥ 吸収合併または吸収分割による他法人等の事業に関する権利義務承継の状況 

当会計年度は特記事項なし。 

⑦ 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況 

当会計年度は特記事項なし。 

 

⑵ 直前 3 事業年度の財産および損益の状況 

区 分 
第 28 期 

（令和元年度） 

第 29 期 

（令和２年度） 

第 30 期 

（令和３年度） 

売上高             (千円) 2,319,225 2,425,949 2,939,834 

当期純利益          （千円） 46,422 408 2,589 

１株当たり当期純利益      （円） 38,685 340 2,157 

総資産            （千円） 765,490 764,809 726,738 

純資産            （千円） 227,204 227,612 230,201 

１株当たり純資産額       （円） 189,337 189,677 191,834 

 

⑶ 重要な親会社及び子会社の状況 

① 親会社との関係 

当社の親会社はＴＯＴＯ株式会社で、同社は当社の株式 720 株(議決権比率 60.0％)を保有してい

る。 

当社は親会社より主に水栓金具部品等の生産を委託され、これを納入している。 

② 重要な子会社の状況 

該当する子会社はなし。 

 

 

 



 

⑷ 対処すべき課題 

① 新型コロナウイルス感染防止対策を継続し、社員の健康・安全確保に努める。 

② 社員の定着支援、人財育成体制を強化していく。 

③ 職場環境整備ならびに業務確保を推進していく。 

④ 工場見学等を通じて地域社会や他企業への障がい者雇用訴求活動を推進していく。 

 

⑸ 主要な事業内容（令和 4 年 3 月 31 日現在） 

事業内容 主要製品 

組立 
2 ハンドル水栓、止水栓、排水ソケット用金具、バキュームブレー

カー 

印刷・版下制作 ＴＯＴＯ商品取扱説明書、施工説明書、チラシ・社内報、名刺 

作図 水栓のアイソメ作図、ＣＡＤ作図 

その他 保証書作成、アンケート入力、資料・図面等スキャニング 

 

⑹ 主要な営業所および工場(令和 4 年 3 月 31 日現在) 

本社・工場    北九州市小倉南区舞ヶ丘一丁目 2 番 1 号 

サポート業務部  北九州市小倉南区舞ヶ丘一丁目 1 番 1 号 



 

Ⅲ 令和３年度決算 

1 賃 借 対 照 表 

 令和 4 年 3 月 31 日現在（単位：円） 

科 目 金 額 科 目 金 額 

資 産 の 部 負 債 の 部 

【流動資産】 546,830,574 【流動負債】 405,095,561 

現 金 及 び 預 金 434,032 買 掛 金 298,106,540 

売 掛 金 425,130,697 未 払 金 18,799,382 

製 品 41,577,594 未 払 法 人 税 等 1,499,400 

半 製 品 56,286,487 未 払 費 用 28,422,457 

貯 蔵 品 6,175,242 未 払 賞 与 40,926,872 

短 期 貸 付 金 17,610,966 預 り 金 360,810 

未 収 入 金 31,328 未 払 消 費 税 16,980,100 

仮 払 金 1,632,023 【固定負債】 91,441,827 

貸 倒 引 当 金 ▲2,047,795 退 職 給 付 引 当 金 83,537,417 

【固定資産】 179,908,309   長 期 リ ー ス 債 務 7,904,410 

有 形 固 定 資 産 175,376,098 負 債 合 計 496,537,388 

建 物 131,395,840    

構 築 物 11,167,694                    

機 械 及 び 装 置 15,495,085                    

工 具 ・ 器 具 ・ 備 品 8,933,069   

リ ー ス 資 産 7,904,410 純 資 産 の 部 

建 設 仮 勘 定 480,000 【株主資本】 230,201,495 

無 形 固 定 資 産 4,097,629 資 本 金 60,000,000 

ソ フ ト ウ ェ ア 3,588,029 利 益 剰 余 金 170,201,495 

電 話 加 入 権 509,600 そ の 他 利 益 剰 余 金 170,201,495 

投 資 そ の 他 の 資 産 434,582 繰 越 利 益 剰 余 金 167,612,106 

そ の 他 434,582 当 期 利 益 2,589,389 

    

    

    

    

    

    

    

    

  純 資 産 合 計 230,201,495 

資 産 合 計 726,738,883 負債・純資産合計 726,738,883 

    

  



 

2 損 益 計 算 書 

 自 令和 3 年 4 月 1 日 

 至 令和 4 年 3 月 31 日（単位：円） 

    科   目        金   額 

 売上高      2,939,834,735 

 売上原価     2,836,670,703 

  売上総利益    103,164,032 

 販売費及び一般管理費    151,763,279 

  営業利益    ▲48,599,247 

 営業外収益       

  受取利息  32,146   

  雑収入  55,620,209 55,652,355 

 営業外費用       

  支払利息  8,119   

  雑損失  2,840,000 2,848,119 

  経常利益    4,204,989 

 特別損失      

  特別損失    0 

  税引前当期純利益    4,204,989 

  法人税、住民税及び事業税   1,615,600 

  当期純利益    2,589,389 

 

 

Ⅳ 令和４年度事業計画 

１．ノーマライゼーション推進  

２．心身ともに社員の安全第一 

３．社員満足度の向上 

４．お客様品質に応える 

５．次世代につなげる中期計画推進 

６．収益の確保 

  



 

Ⅴ 令和４年度予算 

1 収 支 予 算 書      

自 令和 4 年 4 月 1 日 

至 令和 5 年 3 月 31 日（単位：千円） 

科 目 予 算 額 

売上高  3,011,140 

売上原価 2,926,480  

売上総利益  84,660 

一般管理費 127,310  

営業損益  ▲42,650 

営業外収益  50,040 

営業外費用   

営業外損益  50,040 

経常利益  7,390 

単価補填金額  477,350 

予算当期利益  4,580 

 

 

Ⅵ 役 員 名 簿 

令和 4 年 8 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代表取締役 田中 江美 社 長 

取締役 丹羽 啓雅 サポート業務部長 

取締役 大場 忠文 製造部長 

取締役（非常勤） 大曲 昭恵 福岡県副知事 

取締役（非常勤） 稲原 浩 北九州市副市長 

取締役（非常勤） 井上 修治 ＴＯＴＯ㈱ 執行役員・機器水栓事業部長 

取締役（非常勤） 前原 典幸 ＴＯＴＯ㈱ 執行役員・人財本部長 

監査役（非常勤） 石橋 裕次 福岡県福祉労働部 労働局長 

監査役（非常勤） 斎藤 久美 ＴＯＴＯファイナンス㈱ 業務管理部長 

 


